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B。 北 方広葉 樹 天 然 林地 帯 における

森林 施業 に 関す る研究

締 原 道 喜 ・今 田 盛i生

は し が き

正 しい森林のとり扱いかたは、森林とい う生物社会の要求を満 しなが ら、入間社会の経済的

要求を満足させπものでなければならない◇特に、北海道東部地方に広 ぐ分布する広葉樹天然

林は、複雑な地況、林況を呈 しているので、画一的なとり扱いは危険であり、それぞれに適 し

だ更薪技術、育林技術を施すことにより、生産性を高めることがきわめて重要とされているo

そ こで、広葉樹天然林の更新状況、林木構成、生長量、勢 よびその地帯に成立している針葉樹

入工林の実態を明らかにするとともに、森林施業の具体例の分析を行なうことにより、合後の

広葉樹天然林地帯に訟ける森林施業に関する基礎資料を得ることを目的 とし、前年度に引 き続

選、次の事項を実施しfto

I固 定標準 地 に よ る広 葉 樹 天 然 林 の 生 長 量 調 査

北海道地方演習林には、昭和37年 、広葉樹天然林内に11個 の固定標準地が設定されftが

その第f圓Bの 調査を昭灘46、47年 の2ケ 年にわだ。て実施 し、本年慶、そのとりまとめ

を行なゆだoそ の結果は、表一1の と劃りであるoこ のうち、ヤマナラシ天然林については・

その詳細を、第21回H本 林学会北海道支部大会で報告 しfto

なお、昭和55年 、 ミズナラ2次 林に設定されだ4傭 の固定標準地についても、昭和46、

47年 の2ケ 年にわたgて 調査 し、本年度、そのとりまとめを行なgだoそ の結果は、表一一・2、
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5の と論 りであるo

低 質 広 葉 樹 林 の 解 析

北 海道東部壇方に は 、形質不 良木で構成され る広葉樹天然林が 広 く分布 してい るが、従来 、

これ らは低質広葉樹 林 と総称 され 、林種転換(皆 伐に よる カラ々ッ造林)の 対象 となoて いだo

しか しなが ら、この よ うな森林 を正 しくと 参扱 うだ めには、そ の林 分構造 を明 らかに し、そ れ

ぞれの林分 に適 しだ と り扱 い方法 を採用する ことが望 ましいoそ こで、一 般に低質 広葉樹林 と

称 されて いる天然林 の林分解析 をこころみfto

低 質 広葉樹林 とい われて いる林分 を概観する と.山 腹斜 面の中腹以下 は、多数 の樹種 の混交

林 と壕 ○てお り、山 腹上部訟 よぴ台地状の地貌 を呈 しているところは 、 ミズナ ラ、 カシワを主

とす る天然林 にな 。てい るoそ こで、前者 の例 と しては21、30林 斑 、後者 の例 としては7

林 斑 をと りあげ、収 穫調 査の 資料 を用いて検討 しだo現 在の ところ、2、 ろの知 見が得 られて

い るが、次年度 も引 き続 き行 友い、 と りま とめが終 り次第、発表す る予 定であるo

遜 カ ラ マ ツ 林 の 施 業

本地帯 における 主 要造林樹種 であるカラマツ の施業 については、次の事項 を実施 しだo

喋.初 期間伐 の採 算性 に焦点 を しぼ り、植栽密度 について検討 を加え(そ の概 要は、前年慶

報需 しft)、 そ の結果 を北方林業ノ緬279に 発 表 したo

乞 信州地方では 、f少 な くと も胸高直径で25餓 以上 、樹 高で20Ab2轟 鵬 以上の材が 伐

採 で量る林令を 伐期令 とす る」 と しているoそ こで、一応 、これ を基準 に して北海道 地方

に齢け るカラマ ッ林の伐期令について検討 し、次の事項 を認 めfto

イ55年 とい う伐期令が採用 される のは、特に立地条件の よいところのみ に限定 され るo

ロ 地位の よい ところの伐期令は、40N45年 となるo

ハ 平 均的な生 長を示す ところでは、5o《 ・60年 程度の伐期令 となるo

二 生長 が悪 くて構 造材 と して要求 され る大 きさにまで生長 しない地域 もかな りあるo

なお.本 研究 の詳 細は、北 方林業・Co280に 発表 しfto

3.従 来 、 カラマ ッは素材の まま利 用され る ことが 多か"た だめ、 枝打の膚無は あ凌 り問題

にされず、積極 的 に行 な うとい うことはなか っ允。 ところが 、近年 では、カ ラマツも製材

品(板 材、柱材)と して利粥 しよ うとい う動 きがあ り、そのだめ 、枝打の可否、方法 壕 ど

が論 じられ る よ うにな って きている。そ こで、枝打 問題 を論議す るにさい して考慮すべ き

事項 、枝打が樹 幹 にお よぼす影響、枝打 の高さ、枝打対象木の大 選さ、自然落 枝、枝打 の



功程kど の諸事項 か ら、枝打 の実 行方 法につ いて検討 を加 えだoこ の問題は 、次年度 もひ

選続 き行 ない、その結果は 、劉 に報告の予定 であるo

4.今 後 の カラマツ林施業の あ りか だをs将 来の カ ラマツ林業 をと りま ぐ諸問題 を考慮 の う

え、種 々検討 を加えだoそ の結果

イ カラ響ツ造林 の対象地域は 、広葉樹天然林地帝 に所在す る低質広葉樹 林 で、 しか も、

気象条 件、土地条 件が トドマ ツの生 育 に不適地 で あることゆ

cr保 護対策 を考慮 しだ造林 でなければ ならない ことo

ハ 伐期 を延長す る必 要のある ことo

m択 伐 に よる天然更新 可能な林 分へ 誘導す る方法 を研究す ることo

ホ2代 麹更薪法 を検討す る ことo

へ 生産 穣標 に1応じft施 業 法 を採網 しなければ ならなhこ と」

を萌 らか に し、その詳纒 を、北 方林菊 絶;287に 発 表 しfto

IV掌 状 作 業 法 の 実 行 経 過 と そ の 問 題 点

掌状作業法は.皆 伐作業 と択 伐作業 を併矯 し定 もので あ 懲て 、皆伐区域では 毒ラ響ツ、択伐

区域では ミズナ ラを主体樹種 とし、 伐期令は 、皆伐区域40年 、択伐区域 肇20年 、択伐区域

の回帰年は46年 の施業仕組の もとに、昭和57年 よb蘭 始 され 、昭瀦46年 までの 肇O年 閥

に21、25、27、50林 班k総 面積256haを 対 象と して実施 されだゆ そ の内訳は、皆伐

区域 悟i5,4鋤a、 択伐区域 喋2Z89h亀 谷 地区域a58ha、kY伐 区 域 と択 伐区域 の比率は

48=52で あ るo人 工植栽は、昭和42年 より開始され、現在、その面積は96.27ha.

カ ラPtッ が もvと も多 く6575haで 全体の6ム2%を 占 めてい るo現 状は、実行後 ま もない

だめ、その成 果につい ては合後にまだねば ならないが、現時点で認め られ る問題点 と して次の

箏項 が あげ られ る◇

イ 林道網 の充実

u有 用広葉 樹の単木的、群落 的保 残

ハ 皆 伐区域 での天然更新の採用

二 択伐区 域での天然更新補 助事 業の実施

ホ 伐期 の延 長

へ 皆 伐作業 と択伐作業の有機 的結合 の適否


